
編　集　後　記

　『放送大学研究年報』第20号をお届けします。本号には、10篇の

論文と1篇の研究ノートが寄せられました。社会福祉論から古文書

学まで内容は多岐にわたっており、金体を通読することは容易では

ないかもしれません。しかし、一瞥するだけでも、本学のカリキュ

ラムが実に広い範囲をカバーしているのを実感することはできるで

しょう。

　ここ数年、政治や経済の構造改革が声高に語られてきましたが、

その具体的内容は必ずしも明らかではありませんでした。ただ、構

造改革の名の下に特殊法人改革が進められ、放送大学も民営化の道

をたどらざるをえなくなったことは周知のところです。1年後に第

21号が刊行されるときには、確実に放送大学は特殊法人から特別な

学校法人に衣替えしているでしょう。

　しかし、第19号の編集後記でも申しましたように、放送大学の組

織形態がどう変わろうと、大学人の使命が教育と研究の道を着実に

歩むことであるのは変わりません。その限りで、『放送大学研究年

報』の存在理由も変わらないはずです。ただ、古い革袋に新しい酒

を注ぐ必要はありましょう。1年後には、大学院修士課程の修了者

も誕生しているはずです。新しい時代に応じた年報のあり方につい

て、本号を読まれた方からも新鮮な意見が寄せられることを期待し

ております。
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